
市長定例記者会見

～資料～

令和5年10月13日（金）



１．チャットGPTの試行活用（状況報告）

２．インドとの産業連携に向けた訪問

３．脱炭素化に向けたユーグレナとの協定締結

４．脱炭素化に向けた西松建設からの人材受入

５．カラコロ工房出店テナント募集

６．OSS活用ビジネスプランコンテスト２０２４

７．全国水源の里シンポジウムの開催

８．松江市農林水産祭／松江菊花展

９．松江歴史館・特別展「漆壺斎と勝軍木庵」
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チャットGPTの試行活用の

状況をお知らせします

デジタル戦略課・組織戦略課
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チャットGPTとは？

・人工知能（AI）を使った
チャットサービス（2022.11公開）

・質問に対し、人間のように
自然でなめらかな回答を生成

・情報検索以外にも文章の作成やアイデア提案も可能
・行政事務に活用試行する自治体も増えている

【懸念事項】

・回答が正確性を欠いたり著作権を侵害したりする恐れ
・蓄積されたAI学習用データが漏えいする恐れ
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試行活用の期間・主なルール

期 間： ７月２０日(木)～９月２９日（金）

ルール： ・個人・非公開情報など重要情報の取扱禁止

・生成された文章等が正確な情報であるか、
著作権の侵害がないかを必ず検証

・過度に依存することなく、庁内業務の効率化
に向けた補助ツールとして使用

活用例： ①情報検索 ②文書生成 ③アイデア出し
④コード生成

4



活用と評価① 「情報検索」

活用例： ・用語や略語の意味、サービスやイベントの照
会の他、法令・制度等の説明や解釈などの
情報検索に活用

評 価： ・GoogleやYahoo!では、表示されたサイトを
一つずつ開いてみて、知りたい内容がある
か、探す手間がかかるのに対し、

チャットGPTでは、質問の回答が直接的に生
成されるとともに、引用サイトも表示されるた
め、検索時間が短縮

5



活用と評価② 「文書生成」

活用例： ・庁内会議の通知文、挨拶文、市有施設の紹
介文の草案作り

評 価： ・単に会議の名称だけで文書生成を指示して
も生成されないが、通知したい内容など具体
的に入力すると、体裁の整った草案ができる

・端的に要約された紹介文の生成も可能

・職員間で文書生成の好事例を共有すること
で、利用シーンが広がる
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活用と評価③ 「アイデア出し」

活用例： ・職員採用試験を多くの人が受験してもらえる
キャッチフレーズ、市の公園に行きたくなる
キャッチフレーズを検討

評 価： ・複数のアイデアでも即座に生成されるが、
市内に存在しない施設名等を含んだ回答が
生成されることもあり、正確性の確認が必要

・アイデア検討の時間短縮になるとともに、複
数生成されることで、思わぬ発想のアイデア
が生成
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活用と評価④ 「コード生成」

活用例： ・表計算ソフト（Excel）でのデータ抽出・集計
にかかる関数・計算式を生成

評 価： ・「情報検索」と同様、回答が直接的に生成さ
れるため、検索時間が短縮

・データ抽出の条件を増やすなど、複雑な内容
になるほど意図が伝わるための丁寧な質問
が必要

・職員間でコード生成の好事例を共有すること
で、利用シーンが広がる
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活用試行から見えたこと

◆草案を実利用した例はまだ多くないですが．．．

・検索やアイデア出し検討に係る時間短縮が期待できる
・好事例を職員間で共有することで、利用シーンの拡大
や業務効率化が期待できる

◆操作は手軽にできるのですが．．．

・生成された回答が正確な情報か確認が必要
・期待する回答を生成させるためには、意図が伝わるよ
うに具体的で丁寧な質問入力が必要
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今後の運用

・業務効率化につながる可能性が高く、ルールに沿って
適正な活用・検証を継続

・回答に不正確な情報が含まれたり、質問に詳細情報を
入力したときの情報漏えいが懸念されるため、市民・議
会からの質問に対する回答作成などには（引き続き）
使用しない

・生成ＡＩの仕様や社会動向の変化などを踏まえて、適
宜使用ルールなどの見直しを図る

⇒ 事務作業手順・効率の改善につなげてまいります
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インドとの産業連携

に向けた訪問

まつえ産業支援センター
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山陰インド協会経済視察団 派遣概要

松江市として
６年ぶり5回目の訪印

ケララ州とMOU締結後、安倍首相（当
時）・モディ首相に報告（2015年）

▶ 日程 令和５年１０月２３日（月）～２９日（日）

▶ 場所 ニューデリー市 ナーグプル市
ケララ州・コチ市 トリヴァンドラム市

▶ 目的
インド・ケララ州とのコロナ禍後の経済連携推進に向けた協議・
意見交換
Ⅰ 環境・防災分野等でのビジネス展開
Ⅱ Ruby・ITを生かしたビジネス連携
Ⅲ その他産業分野等での連携
Ⅳ 産官学が一体となった人材受入
Ⅴ 経済連携覚書（2015締結）の巻き直し

▶ メンバー
松尾 山陰インド協会会長
上定市長（同協会顧問） ほか計１9名
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■在インド日本国大使館／JETROニューデリー

▶環境・防災分野など圏域で連携実績のある
産業分野における新たなビジネス展開
▶今後の経済連携・人材受入

松江市・圏域企業のインドでのビジネス展開に向けた意見交換

■Amit Kapoor（アミット・カプール） 氏 （ニューデリー市）

※モディ首相の経済政策ブレーン

▶圏域・インドの経済発展に資する連携

■マヒンドラ＆マヒンドラ社 （ナーグプル市）

※海外事業担当、人事担当役員

▶三菱マヒンドラ農機との連携による

圏域の経済発展

7月米国出張時に面会した
スタンフォード大学

R ダッシャー教授からの紹介

環境配慮型
トイレ導入 ▶
（大成工業）

A カプール氏 ▶

インド人
研修生 ▶
（三菱マヒン

ドラ農機）

（ニューデリー市）
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■ケララ州政府 （トリヴァンドラム市）

■印日商工会ケララ（INJACK） （コチ市）

▶コロナ禍後の経済連携

（経済連携覚書の巻き直し）

▶連携が期待される産業分野

▶圏域への期待・要望

経済連携覚書に基づく圏域・ケララ州の連携強化に向けた意見交換

■ケララ州立ITパーク （トリヴァンドラム市）

▶「MATSUE起業エコシステム」の海外ネットワーク創出

▶ITパーク内企業との「Ruby」を生かしたITビジネス連携

ケララ州

ニューデリー

ナーグプルP ラジーヴ 州政府産業・
法務・コイヤ大臣

マドゥ S ナヤル INJACK会長
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インドとの産業連携を

進めてまいります
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脱炭素化に向けた
ユーグレナとの
連携協定締結

リサイクル都市推進課
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～サステナブルな社会をつくる～

㈱ユーグレナと連携協定を締結（予定）
中四国の自治体では広島に次いで2番目

協定内容

①循環型社会の地方都市モデル構築
②カーボンニュートラルの推進
③バイオ燃料の普及啓発

調印式および給油式

日 時：10月15日（日）午前10時
場 所：市役所1階ロビー
出席者：㈱ユーグレナ 出雲充 代表取締役社長

松江市 上定昭仁 市長
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次世代バイオディーゼル燃料で脱炭素



㈱ユーグレナ

□代表者 出雲 充 代表取締役社長
□本 社 東京都港区芝5-29-11
■2005年に世界で初めて微細藻類ユーグレナの食用屋外大量培養
技術の確立に成功

■微細藻類ユーグレナ・クロレラなどを活用した食品・化粧品、バ
イオ燃料の製造開発、遺伝子解析サービスの提供

■ユーグレナ・フィロソフィーとして「Sustainability First」を掲
げ、サステナビリティを軸に事業を展開

ユーグレナのバイオ燃料事業

■世界中で石油燃料に代わるバイオ燃料が注目
■その需要は年々世界中で増加（原料である使用済食用油も高騰）
■ユーグレナは、2018年、横浜市に実証プラントを竣工
■バイオ燃料の導入事例はこれまでに累計84件以上（2023年6月末）
■現在、マレーシアでの商業プラント建設を推進
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ユーグレナの次世代バイオディーゼル燃料「サステオ」

【使用実績】

□隅田川の屋形船

□「サンフレッチェ広島」の選手送迎

バス（JR中国バス）、都営バス、路

線バス（西鉄バス）

□「石垣島マラソン」の先導車両

□配送用トラック（北海道苫小牧市）
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■原料は、使用済食用油などのバイオマスを使用

■従来型のバイオ燃料とは異なり、市販軽油と同じ構造であり、

エンジンへの負荷や悪影響を与えない



「サステオ」を清掃収集車に使用（山陰初）

■海岸漂着ゴミや古紙回収に使用する清掃収集車に使用
■自然保護、資源保護と同時に石油燃料の使用を抑える取組み

「クリーンまつえ」で使用をスタート

■10月15日、市民による清掃活動「秋季クリーンまつえ」を市内各
所で実施（春秋・年2回）

■集まったゴミは、清掃4組合（家庭ごみ収集業務を受託）がボラン
ティアで回収

■この収集車4台に「サステオ」を給油し、環境美化と同時にカーボ
ンニュートラルへの取組みを啓発
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※写真はイメージです
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脱炭素化と環境美化の両立による

●リサイクル処理施設内でのバイオ燃料の使用を検討

CO2排出量を削減しながらリサイクルを推進

松江市とユーグレナとの今後の連携（予定）

●バイオ燃料の原料「廃食油」回収への取組み

廃食油の回収・再利用により、ごみの減量化・
バイオマス資源を有効利用

サステナブルな地域社会の実現をめざします

×



環境エネルギー課

脱炭素化に向けた
西松建設からの人材受入
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【企業版ふるさと納税（人材派遣型）】

専門的知識・ノウハウを有する企業人材の派遣・受入により

地方創生のより一層の充実・強化を図る

企業版ふるさと納税を

活用した人材受入

〔プロジェクトの実施を支援〕

人件費相当額を

企業版ふるさと納税による寄附

西松建設から「カーボンニュートラル推進事業」
に関して、本制度を活用した人材派遣および寄附の申し出

2023.11.1 人材派遣スタート
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～カーボンニュートラルの推進・脱炭素先行地域づくり～

人材派遣協定書 調印式

■日 時：令和5年10月18日（水）15:00～
■場 所：第二常任委員会室
■調印者：高瀬 伸利 西松建設㈱代表取締役社長

上定 昭仁 松江市長
■主な協定内容

1) カーボンニュートラルの推進に関すること
2) 脱炭素先行地域づくりに関すること

「西松版ゼロエミッション・シティ構想」

●CO2も含めた持続可能な地域循環社会の構築
●地域社会との共創・共生

「地域社会の課題解決に貢献する持続可能な仕組みづくり」が西松建設の役割であり、
「再生可能エネルギー創出事業」をそのためのツールと捉え、同事業を通じて自治体が
抱える環境問題を解決に導き、自治体との共創により持続可能なまちづくりを推進

24



カラコロ工房

出店テナント募集

商工企画課
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ＭＡＲＣＨＥ
本館１階「マルシェ」

松江の地産品を中心とした
「上質な日常」を楽しめる

新しいマーケット

FOOD HALL
工房棟「フードホール」

朝から夜まで賑わう
フードセンター

EXPERIENCE
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カラコロ FOOD HALL
朝から夜まで楽しめる

フードホール。

カラダもココロも喜ぶ

幸せな時間を提供します。
募集期間：10月13日(金)～12月22日(金)
説明会：10月31日(火)

飲食店10店舗募集

スケジュール

お問い合わせ

カラコロ工房 で検索

▶山陰地方の食材をメニューに取り入れる
▶SDGs達成に向けた活動（規格外野菜・未
利用魚の活用、フードロス削減など）を積
極的に行う
▶モーニング営業またはランチ営業に加え、
ディナータイム営業を行う

一般社団法人Expe(エクスペ) ℡ 0852-20-7000

主な募集要件
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松江オープンソース活用
ビジネスプランコンテスト２０２4

まつえ産業支援センター

Ruby City MATSUE であなたのアイデアをカタチに

アイデア絶賛募集中！！

28
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あなたのアイデアを募集します！

Rubyをはじめとする
OSS（オープンソースソフトウェア）を
活用してアイデアを形にするコンテスト

最優秀賞賞金20万円

ビジネス活用部門

優秀賞賞金 5万円

学生部門

最優秀賞賞金 5万円

優秀賞賞金 1万円

オープンソース活用ビジネスプランコンテストとは？

200９年
から開催

２部門
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第一線で活躍する審査委員の方々からフィードバック

コンテストの最終審査会では・・・

審査委員長

審査委員

井上 浩 しまねOSS協議会 会長

中村 建助 株式会社 日経BP技術プロダクツユニット 編集委員

野津 和也 株式会社スマートスタイル取締役副社長執行役員

土岐田 尚也 株式会社インターネットイニシアティブ

クラウド本部 サービス統括部長

森 正弥 デロイトトーマツコンサルティング合同会社

執行役員

大場 寧子 株式会社万葉 代表取締役社長CEO

北村 功 一般社団法人 島根県情報産業協会 副会長

井上 亮 株式会社山陰合同銀行 地域振興部長

上定 昭仁 松江市長
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学生部門：最優秀賞 ビジネス活用部門：最優秀賞

チーム Koekake（島根大学） チーム Grand Closet

「災害発生時に移動困難者と
支援者を結ぶマッチングアプリ」

「高齢者向けファッションの
サブスクリプションサービス」

第15回（令和４年度）受賞プラン
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（株）インフィニマム 福間 正人氏（右）
（株）アヴェントゥリスト 細田 太一氏（左）

（株）ジラフ 麻生 輝明氏

「Rubyを使用した
食品衛生管理支援システム」

「家電など商品の売却先を比較
検討する売却プラットフォーム」

過去の受賞者が事業化したプラン

2015年学生部門 奨励賞 ２０２１年ビジネス活用部門 最優秀賞

買取価格比較ならヒカカク！-
「売ってよかった」を全ての人に
(hikakaku.com)

ハサエちゃんBLOG -
HACCP支援システムハサエちゃん
(hasaechan.com)
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応募者皆様のアイデアの実現を

×

その後も MATSUE起業エコシステムにて

MIXとコラボした
トークセッション開催！

応援します！
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プラン提出！ 最終審査会（発表）

2024/2/17（土）
13:00～
松江テルサ４F
大会議室

2024年1月9日（火）正午 まで

2024年2月17日（土） 13:00～
松江テルサ４F 大会議室

■プラン応募〆切

■最終審査会

応募・スケジュール

コンテストの流れ

■応募方法

                      

　

 しまね電子

 申請サービス             HP
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一次審査（書面）

本コンテスト
ホームページ

                      

　

 しまね電子

 申請サービス             HP
しまね電子
申請サービス



詳しくは

まつえ産業支援センター
（℡ 0852-60-7101）

まで
お問い合わせください

ご応募お待ちしております‼
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大橋川治水・国県事業推進課
36
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令和５年１１月２１日（火）

島根県民会館 大ホール

第15回全国水源の里シンポジウム実行委員会

日程

場所

主催
（松江市、国土交通省出雲河川事務所、島根県、
松江商工会議所、一般社団法人松江観光協会）

入場無料

１３：００～１７：１５（１２：００開場）
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大会
テーマ

オロチ退治でローカル・サステナビリティ

～斐伊川流域の持続可能なまちづくりを目指して～
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⚫ 「水源の里」は、過疎・高齢化が進行し、コミュニティの維持

など、地域活動が困難な状況に直面している集落

⚫ 全国の水源の里の活性化を図るため、平成19年に「全国水源

の里連絡協議会（会長：京都府綾部市長 山崎善也）」が設立

⚫ 「上流は下流を思い、下流は上流に感謝する」の流域連携を基

本理念に、水源の里の再生・振興に向けた事業を展開

⚫ 「水源の里シンポジウム」は、流域連携の必要性を全国にア

ピールする場として、協議会に参加する143市町村が持ち回り

で開催

（全国水源の里連絡協議会ホームページはこちら↑） 38
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オロチ退治でローカル・サステナビリティ

～ 斐 伊 川 流 域 の 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 目 指 し て ～

⚫ 本市を含む7市2町に跨る斐

伊川流域において、現代の

「オロチ退治」と称される

斐伊川・神戸川治水事業を

契機とした流域連携に着目

⚫ 本シンポジウムの開催を通

じ、流域自治体間の絆をさ

らに深め、流域連携の必要

性を広く全国にアピール

大橋川改修事業

39
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主なプログラム

オープニング

正調関乃五本松節

基調講演

パネルディスカッション

これまでの100年とこれからの100年
～斐伊川・神戸川改修100年のあゆみ～

講師

国土交通省 出雲河川事務所長

小谷 哲也氏

流域でつながる関係人口(仮)

講師

島根県立大学 准教授

田中 輝美氏

コーディネーター

島根大学 教授

松本 一郎氏

(松江市SDGsアドバイザー)

パネリスト ～斐伊川流域で活躍するまちづくりの担い手～

上流域：奥出雲町
ダムの見える牧場 代表

大石 亘太氏

中流域：出雲市
このはなプラン 代表

前田 みのり氏

下流域：松江市
株式会社ちいきおこし
代表取締役

河野 美知氏

下流域：安来市
やすぎどじょう生産組合
事務局長

仙田 拓也氏 40
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上流 尾原ダム

下流 宍道湖の夕景

皆様のご来場をお待ちしています

←詳しくは
松江市ホームページを
ご覧ください

41



復活！

産業経済部 農政課

笑顔が 松江の

42
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復活！

～笑顔が満開 松江の秋～

※雨天決行

【日時】

【場所】

松江市農林水産祭実行委員会

【主催】

令和５年 月 日( )

９時００分～１４時３０分

中央広場

43

松江市ホームページ

で検索

松江市農林水産祭



松江の農林水産業を彩る５０団体が出店

ステージは市内で活躍する７団体が出演

恒例のしじみ汁などの無料配布

抽選会など新しい企画イベントや体験
コーナー

１

4

2

3

44松江市農林水産祭



【魅力その１】

松江の美味しいもの、たくさん集まります！

松江の農林水産業を彩る５０団体が出店

○松江で採れた旬の食材が並びます

○松江の食材を使った加工品も充実しています

○その場で食べられる飲食物も盛りだくさん！

野菜、果物、お米、しじみなど

干物、ジャム、あんぽ柿、スイーツなど

そば、焼きおにぎり、焼きいも、ドリンクなど

45松江市農林水産祭



ステージパフォーマンス

○松江商業高校吹奏楽部 …吹奏楽演奏

○ビッグ・エス松江 …ヒップホップダンス、チアダンス

○松江農林高校吹奏楽部 …吹奏楽演奏

○こばとっこだいこ（こばと保育園）…歌、太鼓

○A STEP …ヒップホップダンス

○朝日踊りを愛する会 …朝日音頭

○玉湯まがたま太鼓 …まがたま太鼓

【魅力その２】市内で活躍する７団体が出演

46松江市農林水産祭



○宍道湖産のしじみ汁

○松江産新米のすくいどり

○菌体肥料

松江市農林水産祭

【魅力その３】恒例の無料配布（数量限定）

47



【魅力その４】新しい企画イベントや体験コーナー

○もちまき

○松江の特産品が当たる抽選会

○働く機械の展示・操縦体験

○ヤギとのふれあい体験

○木のストローづくり体験

企画イベント

体験コーナー

詳細は 松江市ホームページ

松江市農林水産祭 で検索🔍

お問い合わせ先：松江市農政課

０８５２－５５－５２３２
皆さまのご来場をお待ちしています！

48松江市農林水産祭



松江 展
～松江大根島牡丹と初コラボ！～

文化振興課
農 政 課

49



第73回松江 展

令和５年１０月２８日（土）～11月1２日（日）日 程

山陰を中心とする菊花の愛好者が、一年間の努力を傾注し

培養した菊花を集め展示

会 場 松江城山公園 馬溜広場

主 催 松江市、松江菊花会

入場料 無料

50



第73回松江 展

出品数 約５００鉢

出品者数 約５０人

出品部門 １０部門 表 彰 優秀な作品に下記「賞」を贈呈

文部科学大臣賞、農林水産大臣賞、

島根県知事賞など

松江農林高校

生徒も出品！

特別
参加

51



初

松江大根島牡丹と菊を使った、

大型フラワーアレンジメント

牡丹の鉢花を展示

牡丹の歴史や「接ぎ木」を紹介

牡丹苗の販売

第73回松江 展

52

松江大根島牡丹とコラボ!



第７３回松江菊花展

松江観光協会
０８５２－２７－５８４３

松江観光協会
０８５２－２７－５８４３

松江市 文化振興課
０８５２－５５－５５１７

松江市 文化振興課
０８５２－５５－５５１７

松江観光協会ＨＰ

10/28
～

11/12

松江城山公園

馬溜広場
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１０月2０日(金)～１２月１０日(日)

会期

松江歴史館 特別展

漆壺斎と勝軍木庵

～花開く松江の漆文化～

松江歴史館 企画展示室

会場

54

しっ こ さい ぬ る で あん



小島漆壺斎（初代～7代、後継者）

初代（？～1830）【江戸時代】は７代藩主・治郷（不昧）から厚遇
され、不昧お好み茶器を手がける。代々、塗りと蒔絵に定評

初代漆壺斎作≪楽写菊桐蒔絵香合≫
（島根県立美術館蔵）

四代漆壺斎作≪七宝花菱唐草蒔絵鮟鱇茶器≫
（京都国立博物館蔵）

こ じま しっ こ さい
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勝軍木庵光英・春光

光英（1802～71）【江戸時代】は９代藩主・斉貴に重用される。
豪華な高蒔絵を得意とした親子

≪大菊蒔絵平棗≫（絲原記念館蔵） ≪蒔絵手箱≫（松江神社蔵、松江市指定文化財）

ぬ る で あん みつ ひで はる みつ
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◆記念講演会

「不昧に愛された蒔絵師 - 羊遊斎と漆壺斎」

講師：小林 祐子 氏（三井記念美術館学芸部学芸課長）

日時：10/21（土）14:00～15：30

57



◆講座

「漆の鑑賞を楽しむ」

講師：大多和 弥生（松江歴史館 副主任学芸員）

日時：1１/１９（日）14:00～15：０0

◆ギャラリートーク（学芸員が展示解説をします）

10/22（日）、11/3（金・祝）、11/25（土）、12/6（水）

各日14:00～15:00
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１０月2０日(金)～１２月１０日(日)

会期

松江歴史館
（TEL ０８５２-３２-１６０７）

お問い合わせ

みなさまのお越しをお待ちしています！

松江歴史館ホームぺージ

松江歴史館 特別展

漆壺斎と勝軍木庵

～花開く松江の漆文化～

59

しっ こ さい ぬ る で あん
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